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次ページへ続く 

去る４月１０日待望の新事務所の完成を祝す竣工式を、「智頭町保健・医療・福祉総合センタ

ーほのぼの」を会場に総代１００名と、多くのご来賓の皆様にご臨席をいただき挙行しました。 

開会に先立ち寺坂代表理事組合長より、関係者の皆様に感謝の意を表し、ご挨拶といたしまし

た。 

続いてご臨席を頂きました方々を代表して、３名の皆様にご祝辞をいただきました。 

最初に鳥取県農林水産部森林・林業振興局 森本局長様より、「智頭杉をふんだんに使用した建物

で木材の良さを醸し出し、今後の木材利用の販路拡大に繋げていただきたい」 

寺谷智頭町長様におかれましては、「これから更なる智頭林業活性化の拠点として期待と激励」 

また西川県会議員様より、「智頭町の林業は長伐期優良生産であるが今後成熟しつつあるので新

事務所を契機に、智頭町森林組合がリーダーシップをとり、智頭材の生産を進めていただきた

い」と心温まるご祝辞をいただきました。 

 次に感謝状の贈呈に移り、設計の（株）本間設計事務所様、施工の寺谷・中村特定共同企業体

様の２社の方へ寺坂代表理事組合長より贈呈し、寺谷・中村特定共同事業体（株）寺谷組山本社

長様より謝辞をいただきました。 
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竣工式に先立ち、３月１２日の完成引渡を受け３月１７日（日）に内覧会を開催しました。 
当日は多くの町民の方々（約１２０名）に見学いただき、木の香りがする木造の良さを充分 
満喫していただきました。 
 

寺谷・中村特定共同企業体様へ 
感謝状贈呈

（株）本間設計事務所様へ 
感謝状贈呈

玄関 研修室 入り口看板 

引続き関係方々より、心温まる記念品の目録を贈呈していただき、最後に万歳三唱を、組合事 

業委員長小川理事の音頭で閉会しました。 
将来の智頭林業の活性化と、木材生産に夢と希望を持てる新事務所を拠点として発展すべきと、 

役職員一同心新たにした竣工式でした。 
 終わりに、新事務所建築にあたり鳥取県・智頭町はじめ関係者方々よりご支援また数々のお祝 
をいただき、重ねてお礼申し上げます。 
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鳥取県農林水産部長 西尾博之 様 

智頭町長 寺谷誠一郎 様 

鳥取県森林組合連合会長 
前田幸己 様 

令和元年５月２９日（水）「智頭町保健・医療・福祉

総合センター ほのぼの」を会場に開催しました。 

 当日はご来賓に、鳥取県の西尾博之農林水産部長様、

智頭町の寺谷誠一郎町長様、鳥取県森林組合連合会の

前田幸己会長様をはじめ、多くの方にご臨席を頂き、

本人出席８８名、書面議決６２名、委任状１２名 合

計１６２名の出席で盛大に開催することができまし

た。 

 寺坂安雄組合長は挨拶で、昨年７月に今まで経験し

たことのないような豪雨災害に見舞われ、林道・作業

道にも甚大な被害が出ましたが、復旧にあたっては、

県・町の迅速かつ力強い支援により復旧が進んでいま

す。 

森林組合新事務所建設については、昨年春の臨時総

代会で建設の議決を頂いて以降、たびたびイベントに

参加いただくなど、総代の方にはご理解、ご支援のお

陰と感謝しています。 

これからの森林整備は、搬出間伐とともに国・県が

推進している皆伐再造林も組合員の皆様と意見交換し

ながら取り組んでいきたいです。 

加工事業では、加工品の適正在庫に留意しながら業

務を推進していきます。 

また、１年間の事業結果として経常利益１千１百万

円余を上げることができました。 

令和元年の今年、気持ちも新たに組合員の皆様の期

待に沿うよう、また智頭林業の振興に向けて役職員一

同努力を重ねると述べました。 

 

議長に土師地区の河村博恭様が選任され、 

「第１号議案 平成３０年度事業報告・貸借対照

表・損益計算書・剰余金処分案の承認について」から

「第７号議案 諸手数料の額の決定について」まで提

 

挨拶をする寺坂組合長 
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出席された総代のみなさん 

【通常総代会提出議案】 
 第１号議案 平成３０年度事業報告・貸借対照表・損益計算書・剰余金処分案の承認について 
 第２号議案 令和元年度事業計画の設定について 
 第３号議案 令和元年度役員報酬額の決定について 
 第４号議案 令和元年度借入金の最高限度額の決定について 
 第５号議案 一組合員に対する貸付金及び利率の最高限度額の決定について 
 第６号議案 令和元年度余裕金預け先金融機関の決定について 
 第７号議案 諸手数料の額の決定について 

議長 河村 博恭 様 

５月２９日の総代会で帽子の忘れ物がありました。 
青色で三菱のロゴが入ったもので、後ろの椅子にありました。 
心当たりのある方は、森林組合までご連絡下さい。 
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昨年度に引き続き令和２年度を目標年度とした、活動方針に基づき事業を展開してお

ります。 

事業の中心は、智頭町の認定を受けている森林経営計画団地を対象とした搬出間伐と

智頭杉の製材をメインとした加工センターでの優良製材品の生産であります。 

平成３０年度は７月の豪雨災害で公道、林道・作業道の被害が激甚で、思うように山

に入れない、間伐材が出せない状況がしばらく続いたことと併せ、災害復旧経費も嵩み

ました。 

このような中、作業道は５４路線２３，８１８ｍ（昨年の８３％）を開設し、間伐事業

では、搬出間伐１９，４０６㎥（同１０３％） 、間伐材持出し支援事業１８，１９８㎥

（同９４％）を取り扱いました。 

加工事業では、智頭材を初めとする地域材の利用、従来からの取引を初めとする県内

外の受注により、取扱量は１，７０８㎥（同１００％）でありました。 

智頭町から受託している地籍調査にも４地区８．１８ha で調査を行いました。 

１年間の事業結果として、事業取扱高６０４，４６３千円（前年６２９，１４５千円）、

経常利益１１，７９２千円（前年１６，６２５千円）を上げることができました。   

これも組合員皆様のご理解と関係機関の御支援の賜物と、厚くお礼申し上げます。 

今後は平成３０年度の反省と教訓を生かし、さらに財務内容の充実と円滑な事業実施

に努めて参ります。 
 

損益計算書 部門別損益

科　　　　目 金 額 （千円） 金 額 （千円）

　事業総利益 91,523 △ 5,745

　事業管理費 79,874 37,402

　事業利益 11,649 △ 1,566

　事業外収益 143 61,432

　経常利益 11,792 91,523

　特別損益 202

　税引前当期剰余金 11,994 金 額 （千円）

　法人税・事業税 2,267 10,807

　当期剰余金 9,727 　法定準備金 2,200

　前期繰越剰余金 1,080 　任意積立金 7,000

　当期末処分剰余金 10,807 1,607

　森　林　整　備

　加　工　事　業

　販　売　事　業

　指　導　事　業

区　　　　分

　次期繰越剰余金

科　　　　目

　剰余金処分額

剰余金処分

内
訳

計
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令和の新しい年から、森林環境譲与税の配分、森林経営管理権により「新たな森

林管理システム」の構築など、林政を中心に変化する年であり、森林組合としても

現行の森林経営計画制度と調整を図りながら、県、町と一体となり対応をすること

としております。 
 令和元年度の具体的な目標は、間伐面積４５０ｈａ、搬出間伐２５，０００㎥、

作業道３５，０００ｍを計画しております。間伐については、３００ｈａを搬出間

伐とし、残りは保育間伐としております。 
 加工については、数年かけて整備した乾燥機、モルダーを活用し、原木、製品の

適正在庫に留意しながら業務を推進していきます。特に今年度は、生産原価の縮減

に努めて行きたいと考えております。 

部門別には次のような事項に留意致します。 

指導部門 
 ・組合だよりの発行、集落説明会・地区座談会の開催により組合の取組情報の提

供など、組合員との連携強化に努める。 
 ・新事務所を拠点とした智頭材の特質等のＰＲ活動を積極的に行う。 

販売部門 
 ・衣替えして新組織となった地域創生コンソーシアムの営業エージェントを活用

した販売を、関西地方中心に行う。 
・韓国へのウッドデッキ材の輸出に取組む。 
・林業機械の修理販売会を行うとともに、新事務所の駐車場を活用し木材製品の 

展示販売会を行う。 

加工部門 
 ・森林認証材を活用した製品の有利販売に努めるとともに、県内の認証取得機関

とネットワーク化を図る。 
 ・労働災害の防止のため、機械の管理及び安全教育を徹底する。 

森林整備部門 
 ・搬出間伐の生産性の向上に努める。 
 ・森林経営計画に基づき、路網整備や間伐に努める。 
 ・リスクアセスメント、安全衛生教育の徹底により無事故・無災害を目指す。 

「安全作業と基本動作」で取り組みます！ 

 

 

 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiJ05nTrsXbAhWJyrwKHexRA0gQjRx6BAgBEAU&url=http://kids.wanpug.com/illust230.html&psig=AOvVaw3LCOwfaoj2mntmCjrfUEDn&ust=1528591845510183
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～ご意見・要望を組合運営に～ 

地域の森林・林業を元気にする活動として、地元産材の良さを国内外に広く発信するねら

いで農林中央金庫は、公共施設などに木製品を寄贈しており、今回は米子鬼太郎空港の待合

室にベンチが設置されました。 
木製ベンチは智頭町森林組合と鳥取県中部森林組合が杉材で製作しました。 
智頭町森林組合では、いやしーす（２人掛けのベンチ）１０脚とアニマルベンチ１脚を提 

供しております。 
 米子鬼太郎空港をご利用される際、待合スペースに設置されておりますので是非ご利用く

ださい。 

降雪を心配しながら２月４日（月）６日（水）８日（金）の３日間に６地区で各地区公民 

館（智頭地区は智頭町産業会館）を会場に、組合員１９１名の参加を得て座談会を開催しま 

した。 

 ご来賓の県、町の方よりご挨拶を頂き、組合事業の取り組みを担当職員より報告し、その 

後組合員皆様のご意見ご要望をお受けしました。 

 強い意見として 7月豪雨災害の対応状況、進捗について質問がありました。 

また、新たな森林管理システムの取組みは、森林所有者にどう影響があるのか。 

さらには智頭の山での皆伐は無理ではないか、鹿の被害を把握し奨励金事業等力強く進め 

るべきでは、と活発な発言がありこれからの組合運営に反映していきたいと痛感しました。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1560923104/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9tYXRvbWUubmF2ZXIuanAvb2RhaS8yMTQwMDU5NzI1ODMwMjc3OTAx/RS=%5eADBXmhdgND1Ux36wvRadgAAOi438iA-;_ylt=A2RCL6NgeghdOzoAdxGU3uV7
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取組内容 
（1） 森林資源の循環利用促進に向けた基金の創設 

供給者側と需要者側が協力し、基金を設置し皆伐により生産する木材に対し、決め

られた単価に取扱量を乗じた経費を基金に積立。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2） 森林所有者の自己負担軽減による皆伐再造林の推進 
【基金による支援】 

皆伐再造林に伴う伐採後の植栽等に係る森林所有者の自己負担を林業・木材関係者

が設置した基金より支援。 
（3） 森林所有者の造林を推進 

【県単独予算による支援】 
鳥獣被害を受けた植栽地の補植、森林整備を伴う鳥獣害防止施設の整備などに係る

費用を県単独予算により支援。 

鳥取県では、林業・木材産業の成長産業化を進めるよう「森と緑の産業ビジョン」を掲げ、

県産材の安定供給、皆伐再造林による森林資源の平準化を促進し、持続可能な森林経営の確

立を目指しており、令和２年（平成３２年）の年間素材生産量３８万 m3 の実現に向け、様々

な施策を実施しているところです。 
しかし、現状においては、皆伐再造林は進んでおらず、間伐主体に年間２９万 m3 の素材

生産量に留まっており、充実する森林資源を十分に利用できていない状況です。 
さらに、森林の齢級構成の平準化が進んでいないことから、将来にわたって森林資源を確

保し、県産材を安定供給するためには、皆伐再造林を進める必要があると考えます。 
以上のことから、林業・木材産業・バイオマス発電事業者等の構成員２３団体が一致団結

し相互に協力・連携した取組を行い、森林所有者等が行う皆伐再造林の経費負担を軽減し、

皆伐再造林の確実な実行を推進することで素材生産量を確保しながら、県内森林資源の持続

的循環利用を推進していくことを目的として、「鳥取県森林づくり協議会」を設立いたしま

した。 
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新たな森林管理システム（森林経営管理制度）が 

始まります！！ 

昨年制定された「森林経営管理法」に基づき、４月から新たな森林管理システムが始まります。 

この制度は、適切な経営管理が行われていない森林を、意欲と能力のある林業経営者や町に

委ね、林業の成長産業化と森林の公益的機能の維持増進を図ることを目的としています。 

 新たな森林管理システムの対象林は適切な経営管理が行われていない人工林で、所有者自ら

が経営管理している森林、森林組合等に経営委託されている森林は、この制度の対象になりませ

ん。 

また、一方的に森林所有者から森林を取り上げるものではなく、森林所有者の同意に基づき、町が

経営管理権を設定するものであり、智頭町では今年度から森林所有者への意向調査を開始しま

す。意向調査での申し出により、町が経営管理を受託することになります。 

今年度の意向調査は、森林経営計画が策定されていない（経営管理されていない）、境界が確

定している（地籍調査終了済）那岐地区で意向調査の実施を予定しており、順次町内で意向調査

を実施していきます。 

 

４年目となる地籍調査は、森林組合の業務として定着してきており、専従の森林組合

職員３名、現地調査時には臨時の従事者の２～３名を委託し、調査等実施しております。 

令和元年度は次の業務を行います。 

①真鹿野地区（一部） 2.98km2 の閲覧 

②大屋地区（一部）と八河谷地区（一部）3.92km2 の一筆地調査準備 

③西谷地区（一部）と八河谷地区（一部）2.79km2 の一筆地調査 

 なお、現地調査では暑い時期に関係者の皆様に大変お世話になりますが、 

よろしくお願いします。 

智頭町山村再生課からのお知らせ！！ 
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 4 月より現場職員とし

て勤務しています。 

まだ出来ないことな

ど、沢山ありますが、先

輩に教えて頂いた事を少

しでも早く覚え、上達し

ていきたいです。よろし

くお願いします。 

 1月より現業職員とし

て勤務しています。    

林業の仕事を一つ一

つ身につけ、様々な 現

場業務に対応できる

様、学んでいきたいと

思います。よろしくお

願いします。  
 

 4月より一般職員とし

て勤務しています。  

地籍調査は難しくとて

も重要で、ひとつひとつ

の工程や必要性、業務内

容を 毎日学びつつ頑張

りたいと思っておりま

す。よろしくお願いいた

します。 

6月より一般職員とし

て勤務しています。 

まだまだ経験も浅く、

毎日覚える事ばかりです

が、ひとつずつ覚えてい

きたいと思います。 よ

ろしくお願いいたしま

す。  

坂田
さ か た

 竜也
りゅうや

 日髙
ひ だ か

 修
おさむ

 

西尾
に し お

 将樹
ま さ き

 林
はやし

 富裕
ふ ゆ う

 

 
平成２４年度より緑の産業再生プロジェクト事業等によって始まりました搬出用トラックが通れる林業専

用道の開設事業ですが、皆様のご協力により平成３０年度までで、１８路線、１１，４１１ｍを開設しました。 

 フォワーダ等の林内作業車の走行が主体となる森林作業道とは違い、４ｔトラック等が走行できる林業

専用道では、開設に多額の費用が必要となり、１ｍ当りの開設費が４万３千円という路線もありました。従

来は２５，０００円/ｍが上限単価で、この単価を超える場合は林野庁に単価協議を行い実勢単価の承認

をもらい事業実施してきました。 

 令和元年度からは事業の内容が変わり、１ｍ当りの開設費が最大２万７千円となり、智頭のような急傾

斜の森林では２７，０００円/ｍでは、開設が困難な路線が大部分です。 

このようなことから、現在減額分の経費を県で補助して頂くよう要望しているところであります。他県で

は、事業主体が市町村のところが大半で、鳥取県でも、今後は地方公共団体が主体でなくては林業専

用道の開設は出来ないのではとの議論が起こっています。 
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智頭病院のヘリポート横に事務所が移転になりました。 
道路から少し奥に入った所の茶色い建物ですので、お越しの際はご注意ください。 

【編集後記】 
寒暑が激しい梅雨を迎え、組合員の皆様はいかがお過ごしでしょうか。 
新事務所になり、たくさんの方が見学に来てくださりますが、つばめや虫などの珍客もお見えになったり

しています。（帰ってもらうのが大変でした。） 

皆様方には、平素より大変お世話になっております。 
この度、前大谷所長より加工センターを引き継ぎました岡田と申します。 

まだ未熟ではありますが、勉強しながら頑張っていきたいと思いますので、ご指導を 
宜しくお願い致します。 
これからも、お客様のニーズにあった製品を作りたいと思います。 

自動四面カンナ盤、乾燥機などで高次加工をした製品、また節埋め機で付加 
価値を付けるなど工務店、大工さんの要望に応えるよう努力していきます。 
お客様に期待されるよう、従業員ともに万全の体制で頑張っていきます。 
前任者同様引き続き、お引き立てを賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 

https://illustimage.com/?id=4395
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